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田中康夫の
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「
た
だ
有
り
の
儘
に
物
事
を
見
詰
め
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
如い

何か

に
し
て
そ

う
な
っ
た
か
を
見
抜
く
力
」
の
大
切
さ

を
説
い
た
の
が
パ
レ
ス
チ
ナ
系
米
国
人

の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
。

全ま
っ
とう
し
た
人
物
で
す
。そ
の「
勘か
ん
せ
い性
」

は
我
々
に
、「
コほ

ん

し

つ

ン
テ
ン
ツ
」
と
は
な

に
か
、
を
問
い
掛
け
ま
す
。
電
気
や
ガ

ス
は
偉
大
な
発
明
で
す
。
が
、
そ
の
ま

ま
道
端
に
置
か
れ
て
い
た
な
ら
我
々
は

殺
傷
さ
れ
ま
す
。
電
気
や
ガ
ス
を
用
い

て
如
何
な
る
「ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン

利
便
性
」
を
生
み
出
す

か
。
そ
の
段
階
で
初
め
て
素マ
テ
リ
ア
ル材
は
中コ
ン

身テ
ン
ツた
り
得
る
の
で
す
。

　

閑
話
休
題
。
参
議
院
地
方
創
生
及
び

消
費
者
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の

答
弁
で
11
月
20
日
、「
総
理
を
見
る

会
」
と
一
億
総
活
躍
担
当
の
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
が
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ

ロ
イ
ト
的
深
層
心
理
を
開
陳
し
た
「
桜

を
見
る
会
」。「
サ
ク
ラ
を
呼
ぶ
会
」

「
サ
ク
ラ
が
散
る
会
」
と
の
異
名
も

喧か
ま
び
すし
き
歴
代
内
閣
総
理
大
臣
主
催
の

行
事
を
巡
っ
て
喧け
ん
け
ん
が
く
が
く

喧
諤
諤
。
前
夜
祭
の

会
費
の
多
寡
に
も
飛
び
火
し
て
、
百ひ
ゃ
っ
か家

争そ
う
め
い鳴
な
一
億
総
活
躍
で
す
。

　

と
は
言
え
、「
希
望
小
売
価
格
」
の

有
名
無
実
化
は
白
物
家
電
に
留
ま
ら
ず
。

「
一い
ち
ぶ
つ
い
っ
か

物
一
価
の
法
則
」
の
究
極
た
る
着

地
点
「
経
済
的
新
自
由
主
義
＝
完
全
競

争
」
を
現
政
権
が
掲
げ
る
に
も
拘
ら
ず
、

「
B 

to 

C
」
の
Ｉ
Ｔ
時
代
を
反
映
し

て
航
空
運
賃
も
宿
泊
料
金
も
百
ひ
ゃ
っ
か
り
ょ
う

花
繚

乱ら
ん

な
「
一い
ち
ぶ
つ
た
か

物
多
価
」
状
態
。

「
李り

か下
に
冠
を
正
す
」
営
為
と
糾
弾
す

る
側
、「
李
下
に
冠
を
整た
だ

さ
ぬ
」
営
為

と
弁
明
す
る
側
、
双
方
共
に
戦
略
と
戦

術
が
稚
拙
な
の
で
す
。
弁
明
す
る
側
は
、

「
駕か

籠ご

に
乗
る
人
担か
つ

ぐ
人
、
そ
の
ま
た

草わ
ら
じ履
を
作
る
人
」
の
往
時
か
ら
融ゆ
う
ず
う通

無む
　
げ碍
な
存
在
た
る
旅
行
代
理
店
に
飛
行

機
・
部
屋
・
飲
食etc.

込
み
込
み
価
格

を
設
定
さ
せ
ず
、
宴
会
の
み
別
立
て
価

額
と
し
た
不
明
を
恥
ず
べ
き
。

　

よ
も
や
M
資
金
が
「
財
源
」
で
は
な

い
に
せ
よ
、
A
資
金
か
N
資
金
か
将は
た
ま
た又
、

K
資
金
か
、
前
夜
祭
を
巡
る
「
噂
の
眞

相
」
は
永
遠
に
「
藪
の
中
」
な
ら
ば
、

全
て
の
公
文
書
・
公
用
文
書
・
公
的
文

書
を
容
量
無
限
大
な
電
子
媒
体
で
永
年

保
存
を
義
務
付
け
る
超
党
派
の
緊
急
議

員
立
法
を
呼
び
掛
け
て
こ
そ
、
多
勢
に

無
勢
な
野
党
の
面
目
躍
如
。
然さ

し
も
の

与
党
も
反
対
し
得
ず
、
清
和
政
策
研
究

会
出
身
・
福
田
康
夫
氏
が
心
血
を
注
い

だ
公
文
書
管
理
法
を
真
の
コ
ン
テ
ン
ツ

た
ら
し
め
る
千
載
一
遇
の
好
機
で
し
ょ
。

　

戦
略
と
戦
術
が
、
稚
拙
以
前
に
稚
拙

な
の
は
、
島
国
ニ
ッ
ポ
ン
「
誤
送
船

団
」
記
者
ク
ラ
ブ
の
面
々
。
販
売
部
数

激
減
に
直
面
す
る
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の

〝
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
〞
と
礼
賛
さ
れ

る
御い
そ
こ仁
は
ド
ヤ
顔
で
悲ひ
ふ
ん
こ
う
が
い

憤
慷
慨
ツ
イ
ー

ト
。「
番
記
者
が
必
至
（
原
文
ま
ま
）

に
（
ぶ
ら
下
が
り
で
）
質
問
重
ね
る
中
、

『
す
み
ま
せ
ん
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
最
後
の
質
問
に
し
て
』
を
首
相
連

発
。
韓
国
の
元
法
相
の
よ
う
に
11
時
間

記
者
の
質
問
に
答
え
る
気
力
も
反
論
で

き
る
材
料
も
な
い
の
だ
ろ
う
」。

　

呵か

々か

。
豈あ
に
は
か図
ら
ん
や
、
内
閣
総
理
大

臣
官
邸
内
で
の
会
見
の
主
催
権
は
「
内

閣
記
者
会
」
に
帰
属
。「
国
家
的
重
大

事
・
国
民
的
関
心
事
の
首
相
会
見
を
ク

ラ
ブ
側
が
緊
急
開
催
可
能
な
の
に
出
席

も
求
め
ぬ
チ
キ
ン
仲
良
し
記
者
ク
ラ

ブ
」。
コ
メ
ン
ト
付
リ
ツ
イ
ー
ト
後
、

19
年
前
の
知
事
就
任
直
後
に
携
帯
電
話

番
号
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
公
開
。
日

々
の
ぶ
ら
下
が
り
に
も
エ
ン
ド
レ
ス
に

応
じ
て
い
た
僕
は
、
主
催
権
の
県
側
へ

の
移
行
は
「
言
論
弾
圧
」
と
長
野
県
政

記
者
ク
ラ
ブ
が
翌
春
に
猛
反
発
し
た

「
脱
・
記
者
ク
ラ
ブ
」宣
言
を
想
起
。

　

賃
料
・
光
熱
費
・
通
信
費
無
料
で
庁

舎
内
を
「
占
有
」
の
既け
ん
せ
い
ク
ラ
ブ

得
権
者
は
、
在

京
・
在
阪
「
記
者
ク
ラ
ブ
」
メ
デ
ィ
ア

す
ら
事
前
出
席
申
請
書
を
求
め
、
宗
教

団
体
や
政
党
の
「
聖
教
新
聞
」「
赤

旗
」
等
の
出
席
は
罷ま
か

り
成な

ら
ぬ
と
高
言
。

そ
の
一
方
で
「
お
貸
し
下
げ
情
報
」
に

頼
る
警
察
本
部
長
と
検
事
正
の
会
見
主

催
権
は
未い
ま

だ
に
山
国
の
み
な
ら
ず
全
国

で
端は
な

か
ら
「
返
上
」。
ダ
メ
駄
目
な

「
呆
痴
国
家
」
ニ
ッ
ポ
ン
の
縮
図
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と

し
て
エ
ル
サ
レ
ム
で
生
誕
。
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
で
比
較
文
学
の
教
鞭
を
執
っ
た

彼
は
、
主
体
的
に
社
会
と
向
き
合
う

〝E

ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン

ngagem
ent

〞
と
し
て
の
人
生
を 本質とはなにか

★
次
号
１
月
号
の
発
行
日
は
12
月
27
日
で
す
。


